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カザフ語の再帰代名詞eeにっいて
藤　家　洋　昭
Ka3aK　TiXiHi耳e3双iK　eCiM加ri）KeHiH双e
Φ￥＞KI肥XipoaKi
　　　Ra3aK　Ti護融eθ3耳iK　eclM廓peTl瓢e　KeπeTiガ03「「双ereH　co36ap　6◎XbM，
oHbl　KepceToTiH　co3圭apacLIH耳aFbl　6a貢エ【aHLIcbl　Ka3圭pre瓜e益iH　oJli　aHHKTa涯a
Ko遂FaH）KoK．13￥3．【MaKaJ．【aqa　Ka3aK　TiπiHi耳03AiK　ec量M加r量MeH　o亙LI　KopceTeTiH
Ce3・apaCS珊a£bl　czHraKCgc［riK　6aimaHLIcLBep［rreaui．　ecipeCe，θ3双iK　eCi瓢iKTi
KepceTeTiH　ce3双量王叉cθ重」王e瓢06acTayblul　60Jlblll　KoJlyi　KepeK　ffe，）KoHe　oJlap
￥Kcac　6ip　co孟JleMHiH　i田iH双e　60JlyLI　KepeK　Re双ereH江epre　er）Ke且一Ter）Ke錘J王i
3ep［1”rey）KYpr131J瓜三．
　　　HoT鍛）Ke双e，　Ka3aK　TiJ【iH双e　e3JI呈K　ec量M双圭KT圭　xepc◎TeTiH　co3　c⑧li　J．【eM江e
6acTayLIIII　6◎」玉bl〕［I　KeJle　6epMe貢丁圭H耳i支’i，　coH耳a重一aK　oJlap　￥Kcac　6ip　co丘JleM
l曲瓢c60πa　6ePMe雌H双iri　aHHKTa題LI．
1．はじめに
　同じことのくりかえしをさける手段は、さほど珍しいものではない。例えば、文中に同じ名詞
句がくりかえして出てくる場合、代名詞などでおきかえることがよくおこなわれるが、その中の
ひとっに再帰に関する語がある。英語では、myselfなどの再帰代名詞が、日本語では「扇分」
などがそれにあたる。
　日本語の再帰に関する語の研究はすでに1960一王970年代から盛んに行われ、成果があげられ
てきた（1）。
　～方、カザフ語の再帰代名詞（eSAiK　eciMAj．K）については、形態的な特徴などが記述されたこ
とはあったが、文中において再帰代名詞が指示する藷である先行詞（an£ecedeat）と再帰代名詞
の関係に関してはこれまで全くと需っていいほど関心が払われてこなかった。例えば代表的な文
法書であるKa3ipri　Ka3aK　Tini（2）は書かれた年代が古いのでやむを得ないにしても、比較的
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最近のものであるBanaKaeB（1992），　KapaeB（1993）などにも先行詞との関係については部分的
なこと以外は記述がない。カザフスタン以外で出版された、Krueger（1980），　Geng；Li（1985）
も岡様である。したがってカザフ語の再帰代名詞とその先行詞との関係はまだほとんど明らかに
されていないと書っても過言ではない。
　本稿ではカザフ語の再帰代名詞（ee，aiK　eciMAiK）eeについて先行詞（antecedent）との関係を
記述する。3．1ではg3の先行詞は主語である必要はないということが明らかになり、3．2では
先行詞と國じ文にある必要がないことが明らかにされる。
2．e3概説
　e3についてこれまでにわかっていることをまとめておこう。
　カザフ語の再帰代名詞（eeムiK　eCiMlliK）と呼ばれるものにどんなものがあるかというと、　eeた
だひとつである。
2、1　形態的な特徴
　活用などの面ではe3は（一般の）名詞（3aT　eciM）と何ら変わった点はなく、活用の葱では再
帰代名詞という範疇をたてる必要はなく、名詞の一種であるとすれば十分である。例えば格変化
においては次のようになる（3）。
主　格　e3
属　格　e3一丑凪
与　格　os－re
対　格　ee一垣
位　格　os－ne
奪　格　es－」leH
補助格　ee－6eH
比較のために、　（一般の）名詞（3aT　eciM）であるce3「ことば」を例にあげると、　e3の場合と
全く同じ格変化であることがわかる。
主　格　cer3
属　格　cee　一　nin
与　格　ca3－re
対　格　ce3－Ai
位　格　ce3－Ae
奪　格　CEB－AeH
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補助格　c田一6銀
　ちなみに、代名諦（eci甑iK）と呼ばれているものを見ると、名詞とは格変化が若干異なってい
る。例えば、Ofl「あれ、それ」を例にとると次のようになる。
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（代名詞でなく一般の）名詞（3aT　eciM）であるKon「手」と比べてみると格変化の違いがよく
わかる。
主　格　Kon
属　格　Kon－llbl4
与　格　190A－Fa
対’格　xon一双bI
位　格　Kon－，lla
奪　格　KOπ一AaH
補助格　Kon－MeH
　なお、上にあげたCO3とKonで格語尾が異なっているが、これは母音調和と子音瞬化による異
形態であり、本質的な違いではない。一方、onとKoxは格語尾が付く環境としては全く同じで
ありながら格変化は隣じではない。
　再帰を表す語には英語のmyself／himself／herself／themselvesのように言語によっては人称・
性・数の区別があるが、カザフ語のeeには性の区別はない（4＞。カザフ語のeeが人称・数をど
のように表すかは次の2．2で述べる。
2、2e3の人称・数
　カザフ語では名詞に付いてその名詞の所有者を表すTeyenlliK　〉｝（anFay（所有接尾辞、以下
ToyenAiK》1〈anFayを所有接尾辞と呼ぶ（5））と呼ばれる接辞がよく用いられる。これは普通の
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名詞に付いたときは、頭一iM「家・私の『私の家』」のように瞬有者を表す（6）ことが多いが、
eeに付いたときは先行詞の人称・数を表す。
CB－iM，　e3－ig．　．　．
　e3は通常は所有接尾辞を付けてesiM，　eeig．．．などの形で用いられることが多く、その点では
日本語の「自分」などとは異なっていて、人称がはっきりしているという点からは「私自身」
「彼自身」あるいは英語のmyself，　yourselfに通じるところがあるが本稿ではこの点にっいて
はこれ以上触れない（7）。
2．3esの文中での位置
　eeと先行詞の関係は後に触れるがここではeeそのものが文中でどのように現れるかを簡単に
見ると、文中では比較的自由に現れ、文の全ての要素になると雷われている（KapaeB　1993）。
具体的にはだいたい次のようになる。
（1）　H￥P6eK　e3iH　CblHflaAbl（8）　．
　　ヌルベク・自分（所有・対格）・批判した（9＞
　　　「ヌルベク（人名）は自分を批判した。」
（2）　H￥P6eK　e3iHe　c￥paK　6epAi．
　　ヌルベク・自分（所有・与格）・問い・与えた
　　「ヌルベクは自問した。」
（3）H￥p6eK　e3iHi4　ytiiH．ae　AMaH60nMeH　oAxallbi．
　　ヌルベク・自分（所有・属格）・家で・アマンボルと・遊んだ
　　　「ヌルベクは自分の家でアマンボル（人名）と遊んだ。」
（1）では目的語の位置にあり、（3）では修飾語の一部にある。このようにe3そのものは文
中でかなり自由な位置にあらわれることができることがわかる。
3．先行詞の条件
　日本語のいわゆる再帰（代）名詞の研究ではさまざまなことが明らかになったが、その中に次
のようなことがある（井上1976）（10＞。
　再帰名詞（le）の先行詞は
L主語でなければならない
2．再帰名詞と【司じ単文内に存在しなくてもよい。
　上の1．にあるように、文の中における主語や目的語などの関係を考えた場合、H本語では
「霞分」の先行詞は主語でなければならないという条件があると一般に書われている。例えば、
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（4）太郎は母親から自分の財布を受け取った（ll）。
のような文では「自分」の先行詞は主語である「太郎」であり、主語ではない「母親」とするこ
とはできない。また、いわゆる複文、っまりひとっの文のなかに溺の文が存在するような文では
主語も主文の主語とそれ以外の主語の複数あると考えられるが、そのような文では「慮分」の先
行詞も複数の可能性が考えられる場合がある、，
（5）太郎は花子が次郎に窃分の写真が写っている本を見せたと思った。　（郡司1994）
（5）では「自分」の先行詞は「太郎」と「花子」の両方が考えられる。
　一方、英語などではhimselfなどの再帰代名詞は必ずしも主語である必要はなく（6）で見る
ように、一臼的語が先行詞になることもできると雷われている（郡司1994）。
（6）John　told　Mary　about　himself／herself．
　このように、再帰代名詞の先行詞が主語である必要があるかどうかは欝語によって違うという
ことができる。
　次に、再帰名詞と先行詞が同じ文になければならないかどうかという問題がある。例えば、英
語では再帰代名詞と先行詞は同じ文になければならないと言われている。　（7）のような文では
herselfの先行詞は諏dyであってMaryではない（郡司1994）。
（7）Mary　tho聡ght　thaもJudy　would　not　show　herse至f（12）．
　以下3．1では単文においてカザフ語のeeの先行詞が主語でなければならないかを明らかにし、
3。2ではe3と先行詞が同じ文になければならいないかどうかを検証する。
3．1　単文
　まず、文全体の中に主語と述語が一組しかない、いわゆる単文の場合を検討してみることにす
る。ここで明らかにされるのはeeの先行詞が主語でなければならないか否かであるが、これに
は暗黙の前提として「主語はeeの先行詞になることができる」ということがある。しかしそれ
は暗黙の前提に過ぎず確認されたわけではない。そこで主語が03の先行詞になることができる
か否かを確認することからはじめたい。
（8）　H￥P6eK　e3iH圭q　Y蕗iHノミeア￥pa五bl．
　　ヌルベク・霞分（所有・属格）・家で・いる
　　　「ヌルベク（人名）は自分の家に住んでいる。」
（8）の主語はH￥p6eKである。そしてe3の先行詞は問違いなく主語であるH￥p6eKである。
他に岡様の例として（9）　（10）も加えておこう。いずれも先行詞は密語になっている。
（9）　　H￥P6eK　O3iH￥P双bl．
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　　ヌルベク・自分（所有・属格）・なぐった
　　「ヌルベクは富分で自分をなぐった。」
（10）　H￥P6eK　e3iHe　c￥1）alg　6epムi．
　　ヌルベク・自分（所有・与格）・問い・与えた
　　「ヌルベクは自問した。」
　これらから主語がe3の先行詞になることができると確認できた。
　次に、先行詞が主語以外の可能性を探ってみたい。主語以外にはさまざまな要素が考えられる
が、ここでは主語以外のものが先行詞になることができるかどうかを明らかにすることが目的で
あるから、主語以外の要素に何があるか、また、それらについて先行詞になることができるかど
うかは本稿においては検討しないことをあらかじめお断りしておく。
（11）　H￥p6eK　Ca薩paFa　　o3iHiK　Aocbl｝｛bΣ璃x〈aF，qatiblH　a営TTbI．
　　　ヌルベク・サイラ（与格）・自分（所有・属格）・友人の・状態を・言った
（ll）の文の主語はH￥p6eKであり、　Cathpaは少なくとも主語ではない。しかしながら、　eeの
先行詞としての解釈は可能である。
H￥p6eKi　Ca薩paFa　e3圭‘，ノHiK，［iocblHblE　xKaFムa益blH　a薮TTbl．
「ヌルベクはサイラ（人名）に自分／彼女の友だちのようすを伝えた。」
また、次のような例も見てみよう。
（12）　Ca麹pa　H￥P6eKTi　o3iHiU　YthiHne￥PAbl．
　　サイラ・ヌルベク（対格）・自分（所有・属格）・家で・なぐった
　　　「サイラはヌルベクを彼の家でなぐった。」
（12）で先行詞はH￥p6eKであると解釈することが可能であるが、　H￥p6eKは対格語尾が付いて
いることからもわかるとおりこの文では目的語であって主語ではない。さらに（13）でも主語以
外が先行詞になっている。これらはみな単文においての例であり、先行詞になっているものは、
たとえ深層構造からの派生などといった考えかたをしても、深層で主語であるとすることもでき
ず、主語とすることはできない。
（13）H￥P6eK　Ca益pa双aH　o3iHi｝t　T￥pMblc　xKaFAathblH　c￥paAbl．
　　　ヌルベク・サイラ（奪格）・自分（所有・属格）・生活・状態・尋ねた
　　　「ヌルベクはサイラに彼女の暮らし向きを尋ねた。」
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　上で見たように、主語以外のものが先行詞になっている例が多数あり、先行詞は主語に限らな
いということがいえる。
　ここまでの考察をまとめると、先行詞は必ずしも主語である必要はない、と需うことができる。
3。2単文以外
　3．1において単文におけるesの性質がある程度明らかになった。本節では考察範艶を広げ、
いわゆる単文以外の文におけるeeの性質を考える。
　複文においてもっとも興味深いと思われるのは、e3と先行詞が瞬じ文に属するかどうかとい
う点である。同じ文に属すとは、木構造上では、同じS節点に支配されるということである。
複文にはS節点が複数あるわけだから、岡じ節点とはこの場合直接的に支配している節点のこ
とを指す。本節ではこの点が明らかにされるが、これ以外に、単文のところで考察した、esの
先行詞が主語である必要があるかどうかの問題もあらためて検討する。
　一【コに単文以外といってもいろいろなものがある。その申でいわゆる補文と、いわゆる関係節
を含む文をとりあげ、それぞれについて検討する。
3．2．1補文を含む文
　本稿で扱う補文を含む文とは補文標識として及enを持っ次のような構造の文である。
（14）
　　S
／＼
NP　　　VP
／
v
／
a
c
　
　
B
／
v
／
p
　
　
C
I　C’
／＼
S　　C
　　　　　t
　　双en
このような補文を含む文の例として、次のようなものがあげられる。
（15）H￥P6eK　CaBpaHblU　aiτKaHb歪丑￥pb玉c　eMec　ken　oilnaptAbl．
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ヌルベク・サイラの・言ったこと・正しい・ではない・と・考える
「ヌルベク（人名）はサイラ（人名）が言ったことは正しくないと思っている。」
これは、
（16）H￥P6eK［，，［、Ca錘pa｝1研i　athT芝≦aHbI群pb互c　e嫉ec〕［，皿en］］o勘a醐．
のように、主文の中に文”CathpaHbl｝4　aixKaKbl　A￥PblC　eMec”が埋め込まれていると考えられる。
　補文の中に03がある例としては（17）のようなものが考えられよう。
（17）　｝ma｛￥p6eK　Ca麹pa　Aa　e3iH㎏班鷲a羨6epeAi　Aen　o勇Jla薩zu）L
　　ヌルベク・サイラ・も・霞分（所有・対格）・苦しめ・与える・と・考える
　　　「ヌルベクはサイラも自分を苦しめていると思っている。」
（17）において先行詞は何であるか考えてみよう。　（17）では登場人物はH￥p6eKとCathpaの
二人であるので、先行詞はそのうちのどちらかになることが予想される。R￥p6eKが主文に
CaPtpaが補文に属していることも確認しておこう。また（17）ではH￥p6eKもCaBpaも主語で
あると考えられる。すなわち、H￥p6eKは主文の主語、　C雄paは補文の主語である。結論を述
べると（17）ではeeの先行詞はCathpaである。っまりe3と先行詞は岡じ文に属し、かっ先行
調はその文の主語である。
　では、e3と先行詞は必ず鰐じ文に属さなければならないのだろうか。次の例を見てみよう。
（18）H￥P6eK　CaPtpa　Aa　e3iK　K￥pMeTTe益Ai　AeH　G藍πa甑も1．
　　ヌルベク・サイラ・も・霞分（所有・対格）・尊敬する・と・考える
　　　「ヌルベクはサイラも自分を尊敬していると思っている。」
（17）と（18）は補文の動詞が違うだけでそれ以外の部分は岡じである。ところが（18）では
（17）とは違ってeeの先行調はH￥p6eKであると解釈される。っまり、　eeiと先行詞は瞬じ文に
ない。　（17）と（18）は動詞以外はほとんどi司じでありながら、先行詞の解釈はそれぞれ（17）
は補文、（18）は主文、と～致していない。理由は今のところはっきりしないが補文の動詞に関
係がありそうである。
　次に補文の動詞としてCblH21aY「批判する」を用いた例を見てみよう。
（19）　f｛￥P6eK　Ca負pa　e8i｝夏cblHノ夏a丑bI　Aerr　o羨涯a／u）！．
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ヌルベク・サイラ・自分（所有・対格）・批判した・と・考えた
「ヌルベクはサイラが慮分を批判したと思った。
（19）はあいまい（両義文）であり、先行詞はH￥p6exともCaBpaともとることができる。
　このように、先行詞と03は隅じ文にある場合もあればそうでない場合もある。いずれにして
も先行詞は必ずeeと圓じ文になければならない、ということはない。
　それでは次に先行詞が主語以外の可能性を考えてみよう。
（20）　H￥p6eK　Ca黄pa　AMaH60nFa　e3iH敏cypeTi　6ap　KiTaHTbl　KepceTTi
　　　ヌルベク・サイラ・アマンボル（与格）・lll分（所有・属格）・写真・ある・本を・見せた
」！eH　ofとJlaノエb蓬　（13）　．
と・考えた
　　「ヌルベクはサイラがアマンボル（人名（男））に自分／彼の写真が載っている本を冤せた
と思った。」
（20）では先行詞はH￥p6eK／Ca即a／AMaii60JIの三っが可能である。
この中でH￥p6eKとCathpaは主語であるが、　AMaH60nは主語ではない。即ち先行詞は必ずしも
主語である必要はないということが雷える（14）。
3．2．2関係節
　カザフ語の関係節は現在研究が進められている最中で、その構造記述に定説があるわけではな
い。本稿では、異論もあろうが、カザフ語の関係節をチョムスキーの付撫構造（Ross　1967）を参
考にして、次のように考えておく。
（22）
　　　　　　　NP
　　　　　　／＼
　　　　　　CP　　NP
　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　σ
　　　　　／＼
　　　　S　　C
　本節ではこのような関係節を持つ文において、esとその先行詞の関係を考察し、　eeとその先
行詞が同じ文になければならないかどうかを明らかにする。
　関係節を含む次の例を見られたい。
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（23）　H￥P6eK￥pFaH　oKYrHbl　e3iHig　Y益iH．ae　M〈blnaAbl．
　　ヌルベク・なぐった・学生・自分（所有・属格）・家で・泣いた
　　　「ヌルベクがなぐった学生が自分の家（篇学生の家）で泣いた。」
（23）では先行詞はOKymablである。ここで先行詞蝋y田b夏とeeが文申でどういう関係にあるか
見てみよう。
（24）
S
／＼　　　　　　NP　　　　／＼　　　CP　　　　　NP
　　　　｛　　【
　　　　C，　　　　　　　OKYIIIbli
　　／＼
　　S　　C
∠N　l
　　　　　　　VP
　　　　／＼
　　　　PP　　　　　　V’
／＼　　｝
田i溢珂　　Y搬H蝶e　》KbMaAbl
i－1￥P6eK　ei￥P　　－FaH
関係節の中に文が含まれるとすると、（23＞　（瓢（24））には文が二っあると考えることができる
が、その中で03を支配するのは主文だけである。っまり、eeと先行詞は同じ文に支配されてい
ると言える。それではこのような関係節を持つ構造の文において、関係節の中のものが先行詞に
なることはできないのだろうか。以下、この点を考えてみたい。
（25）　H￥P6eK　iticipreH　TaMaKα3iHi46exMeciK／ae　6￥3正・IAblH　KeTTi．
　　ヌルベク・煮た・料理・自分駈有・属格・部屋で・腐って・しまった
　　　「ヌルベクが作った料理が彼の部屋で腐ってしまった。」
（25）ではe3を支配するのは主文だけであるが、先行詞H￥p6eKを支配するのは主文と関係節
の二つであり、直接には関係節の中の文に支配される。っまり、別々の文に支配されるのである。
このように、e3と先行詞は必ずしも同じ文に支配される必要はないと言うことができる。
　なお、（25）を見てTaMaKTblU　6enMeci　r料理の部歴」というものはあり得ないから自動的に
先行詞はH￥p6eKであると解釈されるのでないかという反論も出てこよう。なるほど、確かに料
理が部燈を所有するとは通常は考えられないからTaMaK「料理」が先行詞になることはないと言
えよう。しかし、だからと言ってそのことが、ここで問題になっているR￥p6eKが先行詞として
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解釈されることを否定することにならない。なぜなら、もし、主文の主語が先行詞になれないの
であれば、τaMalgを先行詞にすることができない文は先行詞のない容認不可能な文になるはず
である。ところが、　（25）はカザフ語として少しもおかしなところがない。例えば、臼本語では
先行詞は主語である必要があると言われているが、「太郎があげたアイスクリームが自分の部麗
でとけてしまった。」という文で「アイスクリーム」を「自分」の先行詞にすることは意殊的に
おかしいからといって「太郎」を先行詞にすることはできないであろう。「太郎」は主譜でない
からである。　（25）においてももし主文にあるものが先行詞になれないのであれば、1－1￥p6eKは
先行詞になれないであろう。しかし実際はH￥p6eKはe3の先行詞として解釈されているわけで
ある。したがって先行詞は同じ文になくてもよいという結論に変わりはない。もっとも、先行詞
としての解釈に優先順位があるらしいことは事実であり、その解明もされなければならないが、
本稿の範幽を越える。今後の課題にしたいと思うρ
　上で兇たのlk　eeが関係節の外にある例だったが、今度はそれとは逆に関係節の中にe3がある
例を検討してみよう。
（26）　H￥P6eKげCa勇pa飛aH　o3i，／＞Ka3Fa卜葦KiτaHTI）夏1000　Te璃rere　caTblrl　a涯汲b運．
ヌルベク・サイラ（奪格）・自分（所有）・書いた・本を・1000・テンゲに・売買して・得た
「ヌルベクはサイラから自分が書いた本を1000テンゲ（貨幣単位）で買った。」
（26）ではe3は関係節の中にあり関係節の主語になっている。先行詞は関係節の外にある
H￥p6eKである。このように、　eeが関係節の中にある場合でもやはりasと先行詞は溺々の文に
属することができる。
　本節の考察を通して、関係節を含む文においても、eeと先行詞は関係節の内外、すなわち別々
の文に属することができ、岡じ文に属する必要はないということがわかった。
3．3と先行詞の文中での位置関係
　箭にも述べたように、U本語では「自分」は主語である必要があるが、「自分jとその先行詞
は同じ文になくてもよいという条件がある。しかし、主語でありさえすれば先行詞になれるわけ
ではない。網えば、（27）では「太郎」は主語であるにもかかわらず先行調にはならない。
（27）太郎が批判した人が霞分の家で自殺してしまったq5）。
（27）のような文で「太郎」が先行詞にならないことの説明として、「白分」と先行詞の間の関
係の条件に「先行詞は泊分」を統御する」という条件があると言われている（井七1976）。
ここでいう統御とは次のような概念である。
ある要素を支酎する最初のS節点が支配している接点はその要素によって支配される。例えば、
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次の構造ではαはS1／β／γを統御していることになる。
（28）
　
　
　
／
γ
2
＼
s
／
β
s
／
α
　では、カザフ語においてはeeと先行詞の関係はどうなっているのだろうか。先行詞は03を統
御しなければならないのだろうか。本節ではこの点を明らかにする。
（29）　H￥p6eK　HipCipreH　TaMaK　e3iHig　6erMeciH，［ie　6￥3blAbM　KeTTi．
　　ヌルベク・煮た・料理・自分（所有・属格）・部麗で・腐って・しまった
「ヌルベクが作った料理が彼（罵ヌルベク）の部屋でくさってしまった。」
（29）では先行詞であるHYP6eKはe3を統御していないが、　B￥p6eKは確かに先行詞である。
（30）
　　　　　S
∠＼
H￥P6eK　e　i　nicip
　　　　　　　　　　　　　S
　　　NP
／＼CP　　　　　　NP
　　σ
／＼　　　　　　C
… reH
TaMaK　L
　　　　　VP
／＼　　　　PP　　　　　　　　　　　　　V’／＼　　　／＼
e8i蝋　　6anMeciHAe　6￥3b韮nblfl　　　KeTTi
　このように、カザフ語では先行詞は必ずしもeeを統御する必要はないことがわかった。とこ
ろが、ここに興味深い例がある。
（31）　a．H￥p6eKどCaPtpaブHbl　e3i，ノi　T￥PaTblH　YXAeH　　∈）KeTTi．
　　ヌルベク・サイラ（対格）・自分（所萄）・いる・家から・連れ出した
　　　「ヌルベクはサイラを自分／彼女が住んでいる家から連れ出した。j
　　b．H￥P6eKi　EBi，＊fi　T￥paTblH　YthAeH　CaPtpafHbl　eKeTTi．
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　　ヌルベク・藤分（所有）・いる・家から・サイラ（対格）・連れ出した
　　　「ヌルベクは自分が住んでいる家からサイラを連れだした。」
（32）　a．H￥p6eKi　Ca藍paゴ醸e｝｛e3i，ノT￥paTblH　Y薮双e　o黄影｛aAbl．
　　　ヌルベク・サイラと・霞分・いる・家で・遊んだ
　　　「ヌルベクはサイラと磨分／彼女が住んでいる家で遊んだ。j
　　b．H￥P6eKi　aSi，＊ゴ　nypaTblH　ythne　CaBpa」MeH　o“elaAbl、
　　　ヌルベク・窃分・いる・家で・サイラと・遊んだ
　　　「ヌルベクは霞分が住んでいる家でサイラと遊んだ。」
（3i）　（32）において、　a．とb．は語碩が少し違うだけである。ところが、　a．は、主語ではな
いCaBpaも先行詞になっているが、　b．は、　H￥p6eKだけが先行詞になっている。
　上のような違いは何によるのだろうか。文溝造を調べてみると、｛列えば、（31）a．は次のよう
になっていると考えられる。
（33）a．
　　　　S
／＼NP
H￥P6eK
　　　　　VP
／＼　　　　　　　　　VPNP　　　　　　　　I
CaBpaiHbi　　PP
　　　　／＼
　　　NP
／＼　I
CP　　　　　　N
1　　｝
σ　　　　　　Y益
／＼
　S　　　　　C
△　　I
e6王　T￥P … aTblH
／’＼　　　　　　　　　V’
P　　NP
丑e藍　　　ei
／＼　　　　　　V
l　’1
　　　　　9KeTTI
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（31）b．は次のようになろう。
（33）b．
　　　　　　S
／＼　　　　　　　　　　　　VPNP　　　　　　　　　　　　　I
　　　H￥P6eK　　　　　PP
　　　　　　　　／＼
　　　　　　　NP　　　　　　P
　　　　　／＼　｝
　　　　CP　　　　　　N　　AeH
　　／＼　　l
　　S　　　　　　C　　YB
▲　　1
e3i　　　T￥P　　　　－aTb王H
＼　　　　　　　　　　　V’
CathpaHbl
／＼NP　　　　　　V
【　　i
　　　　　eKeTTI
上にあげた構造（33）から、a．では、　CaBpaを支配する一っ目の枝分かれ節点がe3を支配し
ているが、b．ではcadpaを支配する一っ目の節点はe3を支配していないことがわかる。っま
り、a．ではCathpaがeeをc統御しているが、　b．ではCa卯aはeeをc統御していないのである。
c統御の定義は次の通りである。
　ある要素を支配する最初の枝分かれ節点が支配している節点はその要　素によってc統御され
る（三原1994）。
　（31）から、主語以外の要素が先行詞になるためには、eeをc統御する必要があるといえそ
うであるが、この点に関してはさらなる検討が必要である。
4．おわり｛こ
　以kの考察からわかったことは次の二点である。
1．先行詞は主語である必要はない。
2．asと先行詞は同じ文になくてもよい。
　このことから、カザフ語のe3は、英語の再帰代名詞、あるいは、日本語の「自分」などと比
べると先行詞との関係において鋼限がゆるいと雷うことができる。繰り返しになるが、英語の再
帰代名詞、日本語の「自分」にっいて一般的に需われている条件は次の通りである。
英語の再帰代名詞
・ 再帰代名詞とその先行詞は同じ文になけれぱならない。
（先行詞は主語でなくてもよい）
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口本語の「霞分」
・ 「霞分」の先行詞は主語でなければならない。
（「自分」とその先行詞は岡じ文になくてもよい。）
　英語におけるような「同じ文になければならない」、日本語におけるような「先行詞は主語で
ある」という条件がいずれもないということは、カザフ語のeeとその先行詞との間に成り立つ
条件はゆるいということである。
　また、これとは別にここであらためて（12）を見てみよう。
（12）　Ca哲pa　H￥p6eKTi　　eBiHiE　Y勇iHノ真e￥Pllbl・
　　サイラ・ヌルベク（対格）・自分（所有・属格）・家で・なぐった
　　　「サイラはヌルベクを彼の部屋でなぐった。」
（12）の日本語訳を見るとヂ「彼」の部屋」となっている。日本語の「彼」に糧当するカザフ語
はonであると考えられるが、そうなると今度はonと先行詞の関係は何かという疑問が生じる。
　今後はonなどを含めてさらに研究を深めていきたい。
注
（1）Akatsuka（1976），Inoue（1976）などQ
（2）現在のところ最大のカザフ語文法書Q
（3）補助格というのはカザフ語のK脳eKTec　cenTiKを訳したものである。
（4）Geだけではなく、人称代名詞にも牲の区溺はない。
（5）同じような接膳辞はトルコ語などチュルク系の言語に広く見られる。本稿では勝國（1986）にならって断
有接尾辞と呼ぶ。
（6）もちろんfTr￥i’だけを蓑すわけではない。例えばces－iMは「私が所有することば」という意味ではない。
（7）【三1本語の「彼自身」などにっいての研究はNakamura（1989）がある。
（8）本稿におけるカザフ語の溺｛死は作例を基本にインフォーマントから採集したものを拠えた。作例もすべて
　　　インフォーマントのチェックを受けている。インフォーマントとして協力してくださったカザフ人のB．
　　　A．民と6．C。幾（共に30代男挫）に感謝申しll：げる。特に6．k．氏は本稿にあげた以外の100を越え
　　　る例文にっいてもアドバイスをくださった。氏の協力なくしては本稿の執筆は照難であったと思われる。
（9）かっこ内に「所有」とあるのは所有接尾辞が付いていることを、罫属格」　「対格」などとあるのは格語尾
　　　が付いていることを表す。ただし、ee以外の語にっいては格語尾を含めて訳をっけて（「家・位格」と
　　　せずに）「家で」のようにしたものもある。
（10）1ヨ本語の「霞分」などは井上（1976）にあるように再帰代名詞ではなくて構帰名詞と呼ぼれることがある。
（11）三原（1994）の用例。
（12）郡司（1994）にあげられている用例の人名の部分を変えたものである。
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（13）郡司（1994）の闘本語の例文を参考にした。
（14）ただしインフォーマントによるとAMaH60訂を先行詞にすることは可能だが、鐸￥p6eKあるい1＆　Catipaを
　　　先行詞とするのがより自然だという。
（15）郡司（1994）の例文をもとにした。
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